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第２回 幹事会 議事録 

 

・日 時 ２０２６年５月２１日（木）正午～１３時００分 

・場 所 大阪弁護士会館５１０号室＋Zoomミーティング 

・出席幹事 

  幹事総数         ８４名（定足数２８） 

出席幹事の人数      ３０名 

（委任状提出数      ４１通） 

  

 

 上記のとおり定足数に足る幹事の出席があったので、本幹事会は適法に成立し、幹事長

高江俊名は本幹事会の議長として副幹事長上田純を指名した。議長は、開会を宣し、直ち

に議案の審議に入った。 

 

 

【議事の内容】 

 

１【決議】暫定予算承認（西念京祐副幹事長） 

  西念副幹事長は、要旨以下のとおり説明するとともに問題意識を共有した。 

・暫定予算制度は、会計規則第６条第１項に基づき組むことが可能とされており、同

条３項にて暫定予算の期間は３か月を超えないものとされている。 

・４月はじめから６月末までの３か月間の暫定予算について、資料１のとおり上程す

る。 

・なお、本決議とは無関係であるが、５月幹事会にて暫定予算を承認いただく関係で、

４月中に発生する費用（一例として役員退任慰労会に係る費用）について会費から

支払うことができないことについて、問題意識を持っている。 

 

暫定予算を承認することについて、別段の異議なく賛成多数で可決された。 
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２ 会計担当副幹事長及び会計監事指名について 

議長より、会計担当副幹事長及び会計監事を以下のとおり指名したことについて、報

告がなされた。 

２０２６年度 会計担当副幹事長  西念京祐会員 

２０２６年度 会計監事      東尚吾会員 

 

３ 新入会員の報告 

議長より、正副幹事長会にて資料２「新入会員の報告」のとおり入会承認した旨、報

告がなされた。 

 

４ 会費免除承認の報告 

議長より、正副幹事長会にて資料２「会費免除承認の報告」のとおり入会承認した旨、

報告がなされた。 

 

５ 大弁会務・日弁連理事会報告（大阪弁護士会副会長 中森俊久会員）  

中森副会長から、要旨資料３のとおり報告があった。 

  以下補足。 

  ・「第１ 会長声明・談話」について、憲法談話が発出されるのは約１０年ぶり。副

会長会議議論を尽くしたうえ、なんとか発出にこぎ着けた。 

  ・「第２ ホットな課題（求意見）」について、レターケースから書類が溢れている

会員が多数（１６０名程度）いる。現状、ピックアップしたうえ会派ごとに分類し、

各会派の人から該当者に連絡をしている。なお、レターケースの設置を望まなけれ

ば廃止を届け出ることもできる。但し月報が届かないという問題がある（単位会に

よっては月報を郵送したり、ネットで閲覧できるようにしたり、或いはネットで閲

覧できない方にのみ月報を郵送したり等している単位会もある）。従前から廃止の

方向で検討しているものの、廃止するとなると月報をどうするか、そもそもとして

紙で月報を発行することを辞めるべきか等、必要な議論が未だ尽くされていない状

況。 

  ・「第３ そのほか課題」「１」について、現状、法テラスは会員口座を把握せず、

また契約上法テラスから会員への報酬は弁護士会を通して支払うこととなっている
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ことから、契約書をすべて作成しなおす必要があるのか等の問題があるが、来年３

月で廃止する方向である。「８」について、今週女性の意見を聞く会から、要旨、

性差の役割分担から女性弁護士が収入を上げるのは難しいことや、そもそもとして

長時間労働することが良しとされている現状の是非等について多数意見をいただい

た。「１０」について、現在これらすべてをアサヒファシリティーズ（竹中工務店

の関連会社）に業務委託しており、年間７６００万円支払っていることから、この

関係を継続することの妥当性等について検討している。 

 

【質疑応答・意見】 

  Ａ会員：月報（ＯＢＡ）の電子版はあるか。 

  副会長：ある。 

  Ａ会員：紙版は廃止すれば良いと思料する。春秋会の会報を電子化してから７年経つ

が、今も紙版を求める人はごく一部、１％にも満たなあい。そのようなごく

僅かの人たちのために大金を投じて紙版を発行するのはいかがなものか。 

なお、レターケースの廃止に向けて、レターケース設置を有料化することを

提案する。 

  Ｂ会員：レターケースを廃止するにはどうすれば良いか。 

  副会長：廃止届の書式があるため仰っていただければ送付する。 

  Ｂ会員：月報（紙版）は要らないが、書籍の割引の案内は欲しい。メール送信いただ

けるならレターケースを辞めたいと思う。 

 

６ 各種委員会からの活動報告／選考、政策、広報、研修、親睦、若手会  

（１）選考委員会（高江俊名委員長） 

   ・第１回選考委員会を４月に開催した。昨年度選考委員会規則の改正があったこと

を踏まえ、今後の運用等について意見交換を行なった。 

   ・本日１３時から第２回目の選考委員会が開催される。 

（２）政策委員会（中西基委員長） 

要旨、資料４のとおり報告があった。 

以下補足。 

・「３ 第１回政策シンポ」について、未だ申込みは可能であるため、興味のある
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方はお申し込みいただきたい。 

・なお、上記シンポに先立つ会館ツアーについては、来週あたりに締切を予定して

いるため、参加を希望される方は速やかにお申込みされたい。 

・「４ 第２回以降の企画は未定」について、秋頃に開催見込み。 

（３）広報委員会（広瀬元太郎委員長） 

   要旨、資料５のとおり報告があった。 

以下補足。 

・ニュースレター５月号について、先日発行した。 

・同７月号に掲載予定の「執行部便り」について、執筆者を決定いただいたうえ６

月２０日までに川﨑副幹事長宛てにご提出いただきたい。 

・会報１１５号（秋号）について、９月総会の日と同日にアップする慣例であるた

め、それを目指して準備中。 

・会報の印刷版を完全廃止するか議論している（但し、次回は紙版発行予定）。 

（４）研修委員会（室谷光一郎委員長） 

 要旨、資６のとおり報告があった。 

 以下補足。 

   ・第１回研修会について、１２、３人くらい他会派からの参加者がいた。 

・第２回研修会について、リアル開催のみ（ズーム参加は認めない）を予定してい

る。 

   ・春秋の日について、木内先生にお願いしたいと考えている。  

（５）親睦委員会（横瀬副幹事長） 

   要旨、資料７のとおり報告があった。 

   以下補足。 

   ・明日新人歓迎会開催、参加者５０数名を予定、盛況が見込まれる。 

   ・新人歓迎旅行の行き先として石垣島が候補に挙がっている。 

   ・他の企画も検討中。 

（６）若手会（富井和哉世話役代表） 

   要旨、資料８のとおり報告があった。 

   以下補足。 

・追いコン兼新人歓迎会に参加下さった新人２２名、ほとんどが春秋会会員になっ
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てくれている。 

 

【質疑応答：意見】 

 Ｃ 会 員 ：新人歓迎旅行について、石垣島に１泊では、滞在時間が短すぎるのでは

ないか。もし石垣島に行くのであれば、もう１泊することも検討しては

どうか。 

 横瀬副幹事長：親睦委員会で協議・検討する。 

 

７ 執行部から春秋総会出席のお願い 

日程：９月総会：９月２９日(火)、１２月総会：未定、３月総会：３月２５日(木) 

いずれも午後６時～ 

場所：大阪弁護士会館（予定） 

 

以上 




